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日本に帰ろう！
８日目　９月６日

いつもの生活に戻りたくない・・・

　またしても10時間のフライト！ご存知のとおり、日本とニュージーランド

の間には3時間の時差があります。ニュージーランドでは、7時に起きて

日本の友達に「おはよう」などのメッセージを送っても、日本では午前4時

なので、おそらく返信は来ないでしょう。ということで、NZから日本までは

飛行機に10時間乗っていましたが、この世界では7時間しか経っていま

せん。それは文字通り時間を遡ることを意味し、それが時差ボケの仕組

みです。

お土産どうぞ！

　荷物を航空機に持ち込む場合は、重量に注意する必要があります。大きな預け荷物の場合、

国際線は23kg以内、国内線は20kg以内となります。私を含め、私たちの多くはたくさんのお土

産を買いましたが、中にはその贈り物を持ち帰るために日本から

持ってきていた衣類などをあきらめなければならなかった人もいま

した。これまでお土産をくれた皆さんに感謝しなければなりません

ね。



生徒のコメント　最終回

この旅を振り返ろう。目標を達成できましたか？あなたの最高の思い出は何ですか?この旅行を
通じて何を学びましたか?

「最高の旅でした。色々な人と話せて友達も増えたので嬉しかったです。実りのある体験ができ

てよかったです。私にとって最も忘れられない思い出は、小学校に行って自分より年下の子供

たちと遊んだことです。最初は緊張しましたが、子どもたちは優しくてたくさん話しかけてくれまし

た。モトエカ高校の生徒たちも私にたくさんのことを教えてくれました。プレゼントもたくさんくれま

した。この旅行で多くのことを学び、他の人とコミュニケーションを取ることができてとても良かっ

たです。」井澤

「今回の旅行はとても楽しく、素晴らしい経験ができたと思います。モトエカでは、ビーチを見た

り、小学校に行ったり…など、いろいろなことをしました。 特に印象に残っているのはリンの歌声
とクルージング3日目の出来事です。リンは私のバディの名前です。彼女の歌声は本当に素晴
らしいです。これには驚きました！ 3日目(9/1)はクルーズ中に船酔いしてしまいました。その時、
近くにいたみんなが私のことを心配していました。 「大丈夫？」や「平気？」と声をかけてくれる

人もいました。とても嬉しくて、感謝の気持ちでいっぱいです。オークランドではショッピングを楽

しみました。主に友人や家族へのお土産を購入しました。私はマオリ族の文化を勉強しました。

その文化は祖先と神にとって重要です。そこはアイヌの文化と似ていると思います。この経験を

今後の活動に活かしていきたいと思います。そして来年はリンにも会いたいです。」井田

「今回の旅行はとても楽しくて素晴らしい経験でした！この一週間

でニュージーランドの生活や文化、英語の特徴などを知ることがで

きました！最初はニュージーランド英語を理解するのが難しかった

ですが、最後に近づくにつれて理解できるようになりました。でも、



理解できてもその後話せないことも多々ありました。なので、次回からは返事までできるように

なりたいです。ニュージーランドのマオリ文化を知り、マオリの遊びを肌で体験できて良かったで

す。また、ニュージーランドの学生たちと日本文化を共有する素晴らしい機会となりました。毎日

が最高の思い出でした！毎日何か新しいことに挑戦しているかのように旅をしました。英語や

文化だけでなく、お互いに支え合い、分かち合うことも学べた良い旅でした！チャンスがあれば

また行きたいです！」笠井

「ニュージーランドでの7日間の研修は特別なものだったと思います。
ニュージーランドで出会った皆さんはとても優しくて話しやすい人たちでし

た。そこでの生活は過ごしやすい時もあれば、過ごしにくい時もあると感

じます。だからこそすべてが新鮮で刺激的だと感じました。色々な場所に

行きましたが、とても印象的で綺麗でした！ニュージーランドの学生たち

はとてもフレンドリーで活発でした！英語を話そうとしたとき、相手が伝え

たいことは理解できましたが、うまく英語を話すことができませんでした。

でも、英語が理解できて話せるようになったとき。とても嬉しかったです！ニュージーランドの学

生は発表の時も元気に聞いてくれました。とても楽しかったです。」菊池

「私の最初の目標は、翻訳アプリをできるだけ使わず、言葉とジェスチャー

を使ってコミュニケーションをとることでした。夕食の交流中、時々翻訳アプ

リを使いましたが、バディやモトエカ高校の生徒たちと言葉やジェスチャーを

使ってコミュニケーションをとることができました。自らコミュニケーションをと

るという目標を達成することができました！モトエカ高校と小学校に通い、文

化の違いや食べ物の違いを肌で感じました。海に行ったのも思い出になり

ました！二度と経験できるか分からない異国の海でたくさん遊ぶことができ

てよかったです！この経験を経て、ついに新しい目標ができました！以前にも書きましたが、私



の新しい目標は、来年友人が清里高校に来るまでに英語をもっと上手に話せるようになること

です。この目標を達成するために一生懸命勉強します！」古谷

「この旅行は私に多くの素晴らしい経験をさせてくれました。モトエカでは、最初はバディと積極

的に話せなくてもどかしさを感じていましたが、最終日にはバディと話すことができ、お互いの趣

味や旅行の話などでとても楽しく過ごすことができました。モトエカ高校ではマオリの式典を見ま

した。すごく力強くてカッコよくて感動しました。また、休み時間には他のモトエカ高校の生徒たち

とバスケットボールやバレーボールをしました。誰かがゴールにボールを入れると歓声が上が

り、とても盛り上がりました。また、日本についてのプレゼンテーションも良かったです。モトエカ

高校の皆さんはとても楽しそうに積極的に聞いてくれました。もちろん、他にも楽しいことがたく

さんありました。私にとって、モトエカ高校の皆さんと交流できたことが本当に嬉しかったです。

そして、今回の旅を支えてくださった多くの方々に心より感謝申し上げま

す。どうもありがとうございます。」清野

「まずは大きなトラブルがなくてよかったです。私が経験した最高の旅行で

した！私の目標は英語を学び、積極的に行動することでした。人の話を聞

くのは苦手でしたが、一言話すだけで参加することができました。気持ちっ

て大事だなって改めて思いました。英検も受験するので、もっと話せるよう

にこれからも勉強していきたいです。どの思い出も素晴らしかったです。

一番良かったところは海でした。私たちはビーチで遊んで、景色を見て、船に乗りました。海の

波を見ていると、不安が消えていくのを感じました。最高の経験でした。このグループで旅行で

きて本当に良かったです。どうもありがとうございます！ :)」野澤

「この研修を通じて自分の気持ちが変わりました。始まる前は友達かクラスメートとしか話すこと

ができませんでした。今回は色々な人と話をしてみました。楽しかったし、私にとって良い経験に



なりましたし、とても挑戦的なものでした。プレゼンテーションでは、学生たちは日本文化に興味

を持っていました。小学生のときにニュージーランドと日本人の間に生まれた女の子とその友達

と友達になりました。良い思い出になりました。また、モトエカ高校生からプレゼントをいただきま

した。書ききれないほどの経験がたくさんあります。近いうちにまたニュージーランドに行きたい

です。」矢口

「まず最初の目標だった、現地の人々と積極的に話すということを達成することができました。

最初はとても緊張していましたが、徐々に人と話すことに緊張しなくなりました。次にこの留学で

一番思い出に残っているのは、仲間のみんなとご飯を食べたことです。私の友達のジェイクとサ

ムはとても親切で面白い人たちで、彼らと話したり食事をしたりするのはとても楽しかったです。

最後にフレイヤさんからは可愛いぬいぐるみを、ブルックさんのご家族からは蜜蝋などを、そし

てケイトとアビーからはチョコレートのお菓子をいただきました。たくさんのプ

レゼントをもらってとても嬉しかったです。最後に、今回の留学で学んだこと

は、根気よく話し続ければ通じることもあるということです。特にモトエカ小学

校とモトエカ高校でそれを感じました。なぜなら、彼らの英語は私たちが知っ

ている英語とは少し異なり、理解するまでに何度も聞かなければならない場

合があるからです。また留学できるならぜひ行きたいです！」山平

「今回の研修ではたくさんの思い出を作ることができました。私にとってこの研修で最も思い出

に残っているのは、モトエカ高校に行ったことです。そこで私たちは地元の民族遊び、歌、芸術、

楽器を学び、体験しました。また私たちが誇る日本文化を紹介し、モトエカの人々に体験しても

らいました。事前にさまざまな準備をしていましたが、正直うまくいくか心配でした。でも彼らがと

ても興奮していたので、私はとても嬉しかったです。友達とご飯を食べたり、遊んだりしてとても

充実した一日でした。この9日間はあっという間に過ぎてしまいました。この経験を通して、私は



多くのことを学び、新しい友達を作り、他のメンバーとの絆を深めました。この研修に参加できて

本当に良かったと思います。」吉田

　　　　　　　　　　　　つづく・・・


